














研究の要約

厚生省母子衛生課が、いわゆる市町村メニュー事業の一つとして中、高校生を対象に乳幼

児とのふれあい体験学習を勧めているのは、乳児の扱いに不慣れなために育児不安を感じ

る親の増加が報告され、また家庭や子どもを持つことに意欲を感じない青年の増加が出生

率の過度の低下の要因の一つと指摘されている現状に照らし、時機を得た有意義なことで

ある。しかし本事業は緒についたところであり、また実行上種々の困難性もあることから、

すでに着手している市町村での実状を知り、分析・評価して問題点を探し、その解決方法

を模索することは、今後の本事業の発展、ひいてはわが国の将来にとってきわめて重要で

ある。

本年度の研究は初年度であるので各地の実施状況の収集に当たるとともに、広島県におい

て 2 高校、3 町の間で行なわれた事業の検討を、担当した町(保健婦)および広島県福祉保

健部健康対策課と共に行った。

その事業内容を報告するとともに、これから実施を計画する他の市町村の参考となると考

えられた事項を整理して総括した。また、本事業を行なうに当たっては学校側の理解、協

力が不可欠であるので、そのための実施上の問題点と解決方法について考察した。

来年度は全国的に事例を調査・評価して、今後の実施の発展のために必要な事項・条件を

策定する。


